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１．概要

・高速インターネット環境の普及

・国際理解（総合的学習の時間等）に関する関心大

　　　　　学校間国際交流を実施要望

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段、時差の克服

　　　テレビ会議、電子掲示板

しかし、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ言語の壁は高い

　　　小学生、英語以外の言語

自動翻訳の利用でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの壁を低くする　　　　　

国際交流を支援するシステムの要件は何か？　　　



２．目的・ねらい

小学校・中学校の国際交流授業において、
実験システムを用いた実証実験を行い、以下のことを明らかにする。

1．ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援のために自動翻訳は有効か。
　　また、有効なものにするためには、どのような機能・工夫が必要か。
　　（１）翻訳機能の強化
　　　　　　①口語表現への対応（児童・生徒）
　　　　　　②辞書の強化（児童・生徒、国際交流場面）
　　（２）翻訳機能の効果的な活用方法
　　　　　　①短文化　　　　②文例パターン　　　　③逆翻訳

2. 国際交流の支援システムに必要な要件は何か。
　　　　電子掲示板、自動翻訳、テレビ会議、・・・

３．国際交流システムを利用した授業は、　どのような学習効果を
　　もたらすのか。



２．目的・ねらい（ｼｽﾃﾑ構成）

多言語翻訳

電子掲示板

自動翻訳システム

電子メール

テレビ会議

教師

交流の進め方／管理

子どもたち

教師

子どもたち

自国紹介、質疑応答

作品交換、共同学習

ﾘｱﾙﾀｲﾑ対面ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

授業

日本の学校 海外の学校

授業

日
本

日本語

英語

韓国語

中国語

国際交流Ｗｅｂサーバー

国際交流用辞書

（児童・生徒）

学校対学校のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

米
中
韓



２．目的・ねらい（利用ｲﾒｰｼﾞ）

＜文例パターン＞

私は、・・・・です。

私の趣味は、・・・です。

短文化

逆翻訳



３．実施体制

 プロジェクト統括： 

ＮＥＣ文教ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業部 

 森本、片岡、小川 

アドバイザー： 

鳴門教育大学 

 藤村 裕一 

翻訳エンジン検討： 

ＮＥＣｲﾝﾀｰﾈｯﾄ基盤開発本部 

三浦 

翻訳ｴﾝｼﾞﾝ／辞書検討： 

高電社ｿﾌﾄｳｴｱ事業部 

真下、?  

長崎県時津町立 

時津小学校 

福岡県福岡市立 

平尾中学校 

千葉県旭市立 

琴田小学校 

米国ニューヨーク市 

Staten Island Academy 

 

中国北京市 

花家地実験小学校 

韓国釜山市 

光武女子中学校 

実験校 



４．自己評価の方法

１．コミュニケーションの実現度（翻訳掲示板）
　　　(1)翻訳履歴の分析
　　　(2)教師へのヒアリング、アンケート

２．システムの使用性（翻訳掲示板、テレビ会議）
　　　(1)教師・生徒へのアンケート
　　　(2)教師へのヒアリング

３．学習効果（翻訳掲示板、テレビ会議）
　　　(1)教師へのヒアリング、アンケート
　　　　　　事前、中間、最終と3回行い、変化を分析する。
　　　　　①生活、文化、言語などに関する関心
　　　　　②交流相手に対する働きかけ、積極的な情報発信
　　　　　③自国に対する関心
　　　　　④一般学習への影響



５．成果について

１．実験システムの概要

２．実証実験結果
　　　(1)有効性の検証結果
　　　　　①支援システムの有効性（翻訳掲示板、テレビ会議）
　　　　　②児童・生徒への学習効果
　　　(2)アンケート結果

３．児童・生徒用国際交流システムの要件
　　　　内、自動翻訳については、以下を含む
　　　　　①国際交流場面での口語表現リスト
　　　　　②追加単語一覧
　　　　　③文例パターン集

４．交流活動内容
　　　　　①活動概要　　　　②指導案　　　③授業実践の様子（動画）



６．成果の普及方法

１．ホームページ上での公開（研究終了後1年間）
　（１）研究成果物の公開
　　　　①実験システム概要
　　　　②実証実験結果
　　　　③児童・生徒用国際交流システムの要件
　　　　④交流活動内容（授業の様子の動画を含む）

　（２）実験システムの体験試用
　　　　　Ｗｅｂサイト上に自動翻訳掲示板を体験公開
　　　　　　　・発言入力、自動翻訳の体験（入力文字数制限あり）
　　　　　　　・発言アップロードは模擬操作。アップロードは不可。
　　　　　　　・メッセージの参照は、既登録のもののみ。

２．学会、展示会、各種イベントでの成果公表


